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３
月
11
日
に
起
き
た
東
北
関
東
大
震

災
は
、
東
北
関
東
一
円
に
人
的
、
建
物

共
に
甚
大
な
被
害
を
発
生
さ
せ
ま
し

た
。
発
生
以
降
、
全
国
か
ら
支
援
の
手

が
延
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
約
３
週
間

が
経
と
う
と
す
る
今
も
、
被
災
地
で
は

多
く
の
方
が
、
避
難
所
で
の
不
自
由
な

暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
北
市
で
も
、
停
電
や
電
話
の
通
信

障
害
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
同

日
、
市
は
災
害
警
戒
部
を
設
置
、
地
域

の
被
害
確
認
、
高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し

の
世
帯
の
見
回
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
地
域
の
民
生
委
員
、
消
防
団
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、

引
き
続
き
12
日
、
13
日
と
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
市
民
生
活
安
定
の
確
保
と
被

災
地
の
支
援
を
行
う
た
め
「
仙
北
市
東

北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
」（
旧
田
沢

湖
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
を
13
日
設
置
し
、

16
日
に
は
以
前
よ
り
「
秋
田
岩
手
横
軸

連
携
」で
交
流
の
あ
っ
た「
宮
古
市
」へ
、

備
蓄
し
て
い
た
救
援
物
資
を
輸
送
し
ま

し
た
。
ま
た
、
被
災
地
へ
の
物
資
の
提

供
を
市
民
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
出
張
所
に

多
く
の
善
意
が
集
ま
り
ま
し
た
。
物
資

の
仕
分
け
作
業
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
19
日
に
は
災
害
協
定

を
結
ん
で
い
る
「
茨
城
県
高
萩
市
」
20

日
、21
日
に
「
岩
手
県
山
田
町
・
大
槌
町
」

24
日
に
は
「
宮
古
市
・
山
田
町
」
25
日

に
「
山
田
町
・
大
槌
町
」
へ
と
救
援
物

資
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
団
体
、
民
間
会
社
で
も
仙
台
市
、

大
船
渡
市
、
宮
古
市
な
ど
へ
の
給
水
活

動
、
炊
き
出
し
な
ど
の
支
援
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
命
を
守
る
、
疲
れ
切
っ
た

皆
さ
ん
を
救
う
行
動
を
」
市
は
市
民
と

一
緒
に
最
優
先
で
取
り
組
む

　

被
災
地
で
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る

皆
さ
ん
の
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
支
援
本
部
の
立
ち
上
げ
と
同
時
に
、

避
難
者
を
受
け
入
れ
可
能
な
施
設
を
確

認
し
、
市
の
公
共
施
設
で
１
４
０
０
人
。

民
間
宿
泊
施
設
の
ご
協
力
で
、
全
体
で

３
２
０
０
人
規
模
の
受
け
入
れ
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
27
日
現
在
、
仙
北
市
で
の
受
け

入
れ
避
難
者
数
は
47
世
帯
１
２
２
人
。

　

市
で
は
、
避
難
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
生

活
に
つ
い
て
、
生
活
相
談
窓
口
を
３
地

域
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
ま
し
た
。

「
仙
北
市
東
北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
」
設
置

市
民
の
安
全
確
保
と
被
災
者
支
援
へ

「東北関東大震災」東日本に多大な被害
仙北市でも大規模停電発生
数日にわたり市民生活に影響

16 日、救援物資をトラックに積み、宮古市へ出発。
現地の情報を収集し、支援手段を検討
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皆さまのご支援に感謝いたします
これからもご協力をお願いいたします

広
が
る
支
援
の
輪

　
　
　
今
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
事
を

宮
古
市
で
神
代
カ
レ
ー
の

炊
き
出
し
を
実
施(

18
日)

壊
れ
た
建
物
が
被
害
の

大
き
さ
を
伝
え
る

山田町、大槌町へ支援物資を輸送 (20 日 ) 米、毛布など救援物資が次々に集まる

ボランティアのご協力で物資の仕分けも進む

【
避
難
先
の
提
供
】

　

公
共
施
設
、
旅
館
等
の
避
難
先
を
避
難
者
個
々
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
ご
用
意
し
て
お
り
、
学
校
、
保
育
所
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
高
齢

者
サ
ポ
ー
ト
、
移
動
手
段
の
有
無
な
ど
ケ
ー
ス
毎
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
親
戚
な
ど
の
一
般
家
庭
に
身
を
寄
せ
て
い
る
方
、
遠
方
で

被
災
さ
れ
た
親
族
を
お
持
ち
の
方
な
ど
に
つ
い
て
も
、
い
つ
で
も
対
応

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ま
ず
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
「
仙
北
市
東
北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
」

　

仙
北
市
田
沢
湖
庁
舎
と
な
り
旧
田
沢
湖
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　
　

電　
　

話　

０
１
８
７(

43)

１
１
１
１

　
　

受
付
時
間　

８
：
30 
～
20
：
30
（
平
日
、
土
日
祝
日
）

【
避
難
後
の
サ
ポ
ー
ト
】

仙
北
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
保
険
証
な
ど
医
療
に
関
す
る
こ
と
。

○
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
こ
と
。

○
教
育
、
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

○
住
民
票
な
ど
戸
籍
関
係
。

○
住
居
斡
旋
な
ど
そ
の
他
生
活
全
般
に
関
す
る
こ
と
。

　

ま
ず
は
仙
北
市
東
北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
（
43
）
１
１
１
１
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
内
容
を
お
聞
き
し
た
の
ち
、
市
役
所
の
専
門

部
署
で
対
応
（
解
決
）
い
た
し
ま
す
。

　

支
援
本
部
で
は
、
被
災
地
や
避
難
者
の
救
済
活
動
と
同
時
に
、
市
内

各
分
野
で
震
災
後
に
激
変
し
た
産
業
環
境
等
へ
の
対
応
を
、
す
で
に
全

庁
体
制
で
始
め
て
い
ま
す
。
観
光
業
、
商
工
業
、
農
林
業
等
の
政
策
の

見
直
し
、
財
源
確
保
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
早
期
に
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 【
仙
北
市
東
北
関
東
大
震
災
支
援
本
部
か
ら
】

　

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
対
し
、心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

仙
北
市
で
は
被
災
者
の
皆
様
を
支
援
を
す
る
た
め
、
支
援
本
部
を
設

置
し
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
被
災
者
の
皆
さ
ま
へ
》

《
市
民
の
皆
さ
ま
へ
》


